PC-9800 シリーズ 

MS-D0S3. 3C 基本 機能 セ ッ ト 
(バー ジョ ン アップ セッ ト） 

本 製品の 内容と 取 り 扱い について 



はじめに お読みく ださい 



本 製品の 内容と 取り扱い について 

はじめに 

本 小冊子 は， 旧 バ一ジ ョ ンの MS-DOS を MS- DOS3.3C に バ一ジ ョ ン アップして 頂 
〈ための 解説 をして います. 

まず はじめに 「1. 製品の 構成」 を 参照し， MS-DOS3.3C パッケージの 内容 を 確認 
してく ださい. 本 小冊子に 害 かれて いるもので 万一 無い ものが ありましたら， お買い 求 
めに な つ た 販売店 ま で ご連絡 く ださ い. 



注） 本 製品 は， MS-DOS の バージョン 3.3 に， 当社 独自の 機能 を 加えた ものです. 
そのため， プロ ダラム や マニュアルの 記述に は， バージョン 3.3 となって いる 部分 
もあります. 



Microsoft (マイクロ ソフト） の ロゴ は 米国 マイクロ ソフト 社の 商標です 
MS-DOS は 米国 マイ ク ロソフ ト 社の 商標です. 
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1. 製品の 構成 1 

1-1. MS- DOS の 製品 構成 

MS-DOS3.3C は， 以下のような 製品 構成に なって おり， 本 製品 は 基本 機能 セット 

の ノ、' 一 ジョン アツ プセ ッ ト です. 



MS-DOS 3.3 C 







基本 機能 セ ッ ト 1 






拡張 機能 セッ ト 





MS-DOS の 運用 を 行うた めの セッ ト 

(本 製品 は 基本 機能 セットの バージョンアップ セッ 

ト です） 

プログラム 開発 を 行う 場合に 必要な コ マン ドゃ 8 
万 語 辞書 ファイル， マニュアルの セット 



バージョンアップ セッ トは 基本 機能 セッ ト のみです. 

拡張 機能 セッ トの パージ ヨン アツ ブセッ トは ございま せんので， 必要に応じて 別途 
W 入く ださい. 



1-2. 基本 機能 セットの 製品 構成 

本 製品に は， 次の 物が 含まれて います. 

(D フロッピィ ディスク 

• MS-DOS 3.3 C システム ディ スク 
- 1 メガ バイ ト タイプ フロッピィ ディスク • 
(3.5 インチ 2 HD, 5 インチ 2HD, 8 インチ 2D) のとき 

(3.5 インチ 2 DD, 5 インチ 2 DD) のとき 

② マニュアル 

'本 製品の 内容と 取扱いに ついて （本書） 
•MS- DOS3.3C ユーザーズ ガイ ド 

③ その他 
'ユーザー 登録 カード 



3 枚 



5 枚 
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2. マニュアルの 内容 

MS-DOS3.3C に 含まれる マニュアル は， 次の ような 構成， 内容に なって います. 目 
的に 合わせて 有効に 活用して ください. . 



\\ms~- 



MS-DOS3.3C ユーザ一 ズ ガイ ド 



• 初心者 向け一 MS- DOS3.3C を 初めて 利用され る 方の 入門 ガイ ド 
運用 アイス クの 作成 方法 （インストール）， アプリケーションプログラムの^ 録 

ミ^ や^ ！^の 1 ^ -005 の 機能の 中から よく 使う もの や 重要な 機能 を 選択して 具 
体 的に 解説して います. 




初心者〜 中 上級 者 一 日本語 人力 機能の 利用 ガイ ド 

シス アム ディ スクで 提供され ている 日本語 入力 機能に ついて， 日 

がな ゃ澳 字な ど） の 入力 方法と， そのために 必要な 設定な どが 解 

ます. 




(ひら 
されて い 



MS- DOS 3.3 C ユーザーズ リファレンス マニュアル 



(拡張 機能 セッ トに 添付) 



• 



中 上級 者 向け 

シス アム ディ スクで 提供され ている すべての MS- DOS コ マン ド に関して， 
I な 解説が 仃 われて います. ユーザーズ ガイ ドで 扱われて いない， MS 
の US 度な 機能に ついても 解説され ています. 





(拡張 機能 セッ トに 添付) 



プログラム 開発 者 向け ' 

ファンクション リ ク エス ト を 中心に， デバイス ドライ ハ' - 

： マ： ト など， MS- DOS で プログラム を 関 発する (SH こ 必要と なる 技術 情 
報が 解説され ています. 



-[MS-DOS3.3C プロ ダラム 開発 ツール マニュアル 



(拡張 機能 セッ トに 添付) 



プログラム 開発 者 向け 

プログラム 開発に 用いる ツールで ある リンカ （LINK), シンボリック デ 
バッガ (SYMDEB) などに ついて 解説され ています. 
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固定 ディスク 





3. 運用 ディスクの 作成 



お買い上げ になった MS-DOS システム ディスクから MS-DOS を 起動す ると， 自動的 
に インストール コマンドが 実行され ます. インストール コマンド は， 固定 ディスク また 

は フロッ ピィ ディ スクに MS-DOS の 運用 ディ スクを 作成す るた めの コマ ン ドで， 最初に 

必ず一 度 は 実行す る 必要が あります. 詳しく は MS-DOS3.3C ユーザーズ ガイ ドの第 1 
部 第 2 章 を 参照して くださ ' 



運用 ディスク 




システム ディ スク 



フロッピィ ディ スク 

/RAM ドライブ 



(注意） 

① RAM ドライブへの インスト一 ル 

98 NOTE などの RAM ドライブ 搭載 機種で， MS-DOS の 運用 ディスク として 
RAM ドライブ を 使用す る 場合， 以下の 手顺で 作窠を 行って ください. 

a. まず フロッピィ ディスクに 運用 ディスク を 作成す る. 

インスト一 ルコ マン ドの フロッ ピィ ディ スク への インス トール 機能 を 使用し， 
フロッピィ ディスクに 運用 ディスク を 作成して ください. 

b. できあがった 運用 ディ スク から RAM ドライブに システム を コピーす る， 

98 NOTE メニューの 「オート モード」 を 選択し， 運用 ディスク #1 の 内容 を RAM 
ドライブに コピー するとと もに RAM ドライブから システム を 起動して くださ 



い 



嚳 



A 



イン ス., >| ル コマンド 
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② フロッピィ ディスク 1 台 システムでの フロッ ピィ ディ スク への インス トール 

フロッピィ ディスク 装置が 1 台の み （RAM ドライブ 無し） の システムで， ユーザ 
ーズ ガイ ドの第 1 部 第 2 章の 解説に したがって 運用 ディスク を 作成した 場合， CON- 
FIG.SYS ファイル は 作成され ません. プリンタ や RS- 232C, 日本語 入力な ど を 
利用す る 場合 は CONFIG. SYS ファイルに その 旨の 設定が 必要です ので， CUS- 
TOM コ マン ドを 実行して 設定 を 行って ください. 

③ 固定 ディスクで" 既存の 領域 を 使用す る" を 選択して インストール 中に エラ一 が 
発生した 場合， 次の よ う な 方法で 再度 インストール を 行って く ださい. 

• 必要な フ アイ ルを フロッ ピィ ディ スクに コピーして， バック アツ ブフ アイ ルを 作成 
する. 

• FORMAT コ マン ドを 使って その 領域 を 解放す る. 

'再度 インストール コマンド を 起動し， インストール を 行う （解放した 領铋 に对 して）. 
• パッ ク アップ ファイル を 固定 ディ スクに コピーす る. 



4. システムの 起動と メニュー コ マン ド 

(1) メニュー コマンド - 

インストールが 終了した 運用 ディ スク より MS- DOS システム を 起動す ると， 自動的 
に メニュー コマンドが 実行され， メニュー 画面 を 表示し ます. メニュー コマンド は 

矢印 キ一 （[T]， [i]) で 力一 ソル （反転 表示） を 実行したい 項目に 移動 させ， リ 
ターン キーで 実行 するとい ぅ简^ な 操作で いろいろな 作桀カ f 行える ものです. 

(2) メニュー ファイルの 史 新 

メニュー コマンド は， メニュー ファイル （MENU.MNU) の 内容 を 読み込んで メニ 
ユー « 目 を 表示し ます. この メニュー ファイル を 自分の 好みに 合わせて 書き換える 
ことにより， オリジナルの メニュー 項目 を 作成す る ことができます. MS-DOS3.3 
C では メニュー ファイルの Ui 新の ために MENUED コ マン ドを 提供して います. 
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5, README. DOC 

MS-DOS3.3C システム ディスクに は， README. DOC, README 2. DOC とい 
う 名前の ファイルが あります. 

この ファイルに は， MS-DOS 3.3 C を 使用す る 場合の 注意 • 制限事項 及び マニュアル 
の 補足説明 などが 納められて いますので， 各 マニュアルと 同様に この ファイルの 内容 を 
ご 理解のう え， MS- DOS を 使用して ください. ， 

(1) README. DOC の 見方 

README.DOC ファイル は， MS-DOS コマンド メニューの 1 ページ 目にある 「本 
製品の ご 紹介 （ご 使用の 前にお 统 みください)」 を 選択す る ことによって， 内容 を 見 
る ことができます. 

(2) README2.DOC の 見方 

README2.DOC ファイル は， MS-DOS コ マン ドメ ニューの 琅 後の ページに ある 
「ご 使用 上の 注意点に ついて」 を 選択す る ことによって， 内容 を 見る ことができます. 
MS- DOS コマンド メニューの 最後の ページ を 表示させる に は， [ROLLUP] キー を 
数度 押 します. 



6. MS-DOS 3.3 C の 強化 機能 

本 製品 （MS-DOS3.3C) は， MS-DOS3.3 の 持つ 機能 を さらに 使いやすく， 強化し 
たもので す. ここで は， MS-DOS 3.3 B と 以前の バージョン （バージョン 3.1， 3.3) か 
ら 変更され た 点に ついて 解説し ます. 

«バ 一ジョン 3.1 は， PS98-011- xxx, PS98- 012-xxx を 対象に しています. 
※バージョン 3.3 は， PS98-013-xxx， PS98-014-xxx を 対象に しています. ' 

6-1. バ一ジ ョ ン 3.1 から パージ ョ ン 3.3 への 変更 点 
6-1-1. コマンド， ファンクション リクエスト 

(D 追加され たコ マン ド • 

以下の コ マン ドが パージ ョ ン 3.3 にて 新し く サボ一 ト されて います. 
•APPEND.COM， REPLACE. EXE, TREE. EXE, XC0PY.EXE, HDUTL. 
EXE, MENUED. EXE * 
② 追加され た ファンクション リクエスト 

ファンクション リクエスト （INT21H) として， 以下の 物が 追加され ています. 

• Generic I0CTL (ファンクション 440 Ch, 440 Dh) 

• Get/Set Logical Drive Map (ファンクション 440 Eh， 440 Fh) - 



6-1-2. 新 機能 き 
' ここで は， MS-DOS3. 3 以降 新しく サポートされ ている 機能に ついて 解説し ます. 

① 固定 ディスクの 拡張 フォーマット 

'従来， 本体の タイプ ゃ接統 されて いる 固定 ディスク によって， 拡張 フォーマット 
(MS-DOS の 領域 を 複数個 確保で き， 装置 あたり 4 領域まで を MS-DOS の ドライ 
ブ として 使用で きる フォーマット） が 可能な もの， 不可能な ものが ありました 力、 
MS-DOS3.3 以降， 従来 拡張 フォー マツ ト での 管理が 不可であった 装置に ついて 
も 拡張 フォー マツ トで 管理す る ことが 可能と なって います. 

注） バージョン 3.3 以降 拡張 フォー マツ トが 可能と なった 装 a 

PC-9801/E/F/M/VF/VM/VX/U/UV/UX/XL (ノーマル モード） に 固定 デ 
イス クイン タフ ヱ一 ス ボード PC-9801-07/27 を 介し て接統 される 5 MB/10 
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MB/20 MB タイプ 固定 ディスク （VX, XL の 固定 ディスク 内蔵 型 を 除く）. 

② SCSI インタ一 フェイス 固定 ディスクの サポート • 
• ュニ ット 

20 MB, 40 MB, 130 MB, 300 MB, 100 MB の 装 B を 最大 4 台まで 接統 して 使 

用で きます. 

• 16 ビ ッ ト FAT , 

SCSI インタ一 フヱ イス 固定 ディスクで， MS-DOS の 領域 を 11 MB 以上 確保した 
場合， FAT を 16 ビットで 管理す るよう になります. 
•MS- DOS 領域 ，, 

100 MB, 130 MB, 300MB の 固定 ディスク 装 S を接統 した 場合， MS-DOS の領 
域の 大き さ を 128 MB ま で 確保で きます. 

注） SCSI ィ ン ターフェ イス 固定 ディスクの 管理 方式 は， 拡張 フォー マツ ト のみ 
となり ますむ 

③ 拡張 メモリ 

EMS (Expanded Memory Specification) ドライ バの 1£ 供 
•MS-DOS の 管理で きる メモリ （ノーマル モード ： 640 KB, ハイ レゾリューション 
モード： 768KB) の 制限 を 解除し， アプリケーションプログラムで 使用で きる メ 

モリ a を 14.5 メガバイト （機種に よって 異なります） まで 拡張する ことができ ま 
す， 

注） 拡張 メモリの 使用 は， アプリケーション プログラムが EMS に 対応して いる 
場合の み 可能です. 

® グラフィックス 

グラフ ィ ックス ドライバの 提供 
•PC-9800 シリーズの 持つ 強力な グラフ ィ ックス 機能 を アプリケーション プロ ダラ 
ム から 簡単に 使用で きる よう， グラフ ィ ックス の 基本 機能 を 集めた グラフ ィ ック 
ス ドライバ を 提供して います. 

この ドライバ により， 図形の 描画 （点， 線， 三角形， 長方形， 円， 楕円） など 
を 高速 かつ 簡単に 行う ことができる ようになります. 
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® AI かな 漢字変換 

AI かな 漢字変換 ドライバ， AI 変換 辞 害の 提供 ： 
•MS-DOS のバ一 ジョン 3. 3 以降， 従来 （バ一 ジョン 3.1) の 逐次 変換に 加え， AI 
かな 漢字変換 による 日本語 入力 機能 を 提供して います. 

6-2. バ一ジ ョ ン 3.3 B から バ一ジ ョ ン 3.3 C への 変更 点 
6-2-1. コマンド 
0 追加され たコ マン ド 

以下の コ マン ドが パージ ョ ン 3.3 C にて 新し く サポ一 ト されて います. 

• NECAIKEY. EXE, INSTDOS. EXE 

② 機能 強化され たコ マン ド 

以下の コ マン ドが パージ ヨン 3. 3C にて 機能 強化され ています. 

• MENU. COM, CUSTOM. EXE, SWITCH. EXE, FORMAT. EXE, DISK- 
COPY. EXE, C0PYA.COM 

6-2-2. 新 機能， 追加 機能 

ここで は， MS- DOS3.3C にて 新しく サボ一 ト された 機能， 強化され た 機能に つい 
て 解説し ます. 

® AI かな 漢字変換 

MS- DOS 3.3 C では， MS-DOS 3.3 よ り サボ 一 ト されて いる AI かな 澳字 変換の 
操作 性 を改苒 しています. おもな 改莕点 は 以下のと う りです. 
• 入力 後に 文字の 棟 類 を 変更す る ことが 可能 

銑み を 入力した 後で も カナ— かな， かな— 英数字な どの 変換が 可能です. 
• ファンクション キーの 割 り 当て を 変 51 'する こ と が 可能 
入力 モー ドの 切替えな どに 使用す る ファンクションキーの 割り 当て を 好みに 応じ 
て 変更す る ことが 可能です （専用の コマンド 「NECAIKEY.EXE」 力、' 提供され て 
います). - 

② 光 ディ スクの サポート 

MS-DOS 3, 3 C では， SCSI インタ一 フェイス 接 絞に よる 光 ディ スク への アクセス 
を 標準で サポート しています. 光 ディ スク装 S は 2 台まで 接統 可能で， 片面 約 
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300MB (両面で 約 600 MB) の 光ディスク カートリッジ を 利用で きます. MS- DOS3 
3C では， 光 ディ スク 1 台 あたり 4 つの 論理 ドライブ （MS-DOS の ドライブ） 
り 当てます. 
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，• バージョンアップ 時の 注意事項 

ここで は， 旧 バージョンの MS- DOS を 使用して いた 方が， MS-DOS 3.3 C を 使用す る 
上で 注意すべき 点に ついて 解説し ます. 



7-1. バージョン 2.0/3.1 からの バージョンアップ 
(1) 使用可能 メモリ サイズ 

MS-DOS3.3C では， システムの 機能 強化の ため， ユーザー プログラムの 使用 可 

能 メモリが （MS-DOS2. 0/3.1 に比べて） 滅 少して います. 

MS- DOS を バージョン アップした ことにより， アプリケーションプログラムが 觔 

作し なく なった ような 場合， 不要な デバイス ドライバ を CONFIG.SYS から 削除 
するな どの 処 ffi をと つて ユーザーズ メモリ を 増加 させて ください. 

MS-DOS3.3C では， 各 システム ファイル， コマンド ファイルの 容量 力 < (MS- 

DOS2.0 ノ 3.1 に比べて） 増加して います. 
(3) プリンタ ドライバ， RS232C ドライバ > 

バージョン 2.0 では 標準で サポートされ ていた プリンタ， RS 232 C の 各 ドライバ 

は， バ一 ジョン 3.3 C では M 寸け ドライバ となって います. 

そのため， プリンタ， RS232C を 使用す る 場合， CONFIG.SYS ファイル 内に 以 

下の 記述が 必要です. 
DEVICE= PRINT. SYS • • • ブリン タ ドライバの 記述 
DEVICE = RSDRV. SYS • • - RS 232 C ドライバの 記述 'ノ 



MS-DOS 3.3 C では， CONFIG. SYS フ アイ ルに BUFFERS の 指定がない 場合， 
システム 起動時に ファイル バッファの 個数 （BUFFERS の 僮） を MS-DOS が自 
動的に 決定し ます. 
ほ） キー テーブル ファイル， ユーザ 定義 文字 ファイル ' 

バ一 ジョン 2.0 で 使用して いた キ 一テーブル ファイル （KEY.TBL), ユーザ 定義 

文字 ファイル （USKCG.SYS) は， そのまま では MS-DOS3.3C で ご 使用に なれ 
ません. 

これらの ファイル は， MS-DOS3,3C の KEY コマンド， USKCGM コマンド を 
通して MS-DOS 3.3 C で 使用可能な 形式に し て か ら ご 利用 く ださい. 
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(6) プログラム 開発 用 ツール 

本 製品に は， プログラム 開発 ツール （LIB.EXEZLINK.EXEZMAKE.EXE/ 
MAPSYM. EXE/EXE 2 BIN. EXE/SYMDEB. EXE) が 含まれ てお り ません. 
バージョン 3.3 C の プログラム 開発 ツールが 必要な 場合 は， 別売の 「日本語 MS- 
DOS (Ver3.3C) 拡張 機能 セット J を購 人して ください. 



7-2. バ一 ジョン 3 . 3/3 . 3 A/3 • 3 B からの バ一 ジョン アップ 

(1) AI 辞 寄 
バージョン 3. 

た が, MS-DOS 3 . 3 C の AI 辞書で は 約 5 万 語の 単語 登録 となって います. 
このため， AI 辞書 を パージ ョ ン アップす ると 登録 単語 数が 少なくな リ ますので， 
バージョンアップ しない 場合 は， MS-DOS インスト一 ル 時の AIW お （NECAI. 
SYS) の コピーで 「いいえ』 を 選択して 下さい. 

また， 旧 バージョンの 8 万賠 AI 辞 害 も 使用可能で すが， バージョン 3. 3C の 8 万 
語 AI 辞 害が 必要な 場合 は， 別売の 『日本 龉 MS-DOS (Ver3.3C) 拡张 機能 セ 
ッ ト J を W 入して ください. 

(2) EMS ドライバの 指定 （3.3 ノ 3. 3A から バージョンアップ 時の み） 
MS-DOS3.3C の EMS ドライバ は， EMM. SYS, EMM386. SYS の 2 棟 類 あ 
り ます. 

バ一 ジョン 3. 3C で EMS 機能 を 使用す る 場合， CONFIG. SYS 内の EMS ドライ 
バの 記述 (DEVICE=EMSDRIVE. SYS) を， CUSTOM コマンド や エディタで 
以下の ように 変 史 してく ださい. 

CPU が 386Z386 SX の 場合 DEVICE = EMM 386. SYS > 
上記 以外の 機種の 場合 DEVICE 二 EMM. SYS 

. (3) プログラム 開発 ツール 

プログラム 開発 ツール （LIB. EXE/LINK. EXE/MAKE. EXE/MAPSYM. 
EXE/EXE 2 BIN. EXE/SYMDEB. EXE) について は， バージョン 3.3Z3.3 
AZ3.3B の もの を そのまま ご 利用いた だけます. 
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8. 98N0TE な どで 使用 す る 場合の 注意 

こ こ では， MS-DOS 3.3 C を 98 NOTE や 9 8 NOTE/SX な どで 使用す る 場合の 注 
意 事 頃に ついて 解説し ます. 

8-1. RAM ドライブ について 

(1) RAM ドライブと は 

•RAM ドライブ は， ^池に よって 内容 力 < 保持され ている メモリ を， フロッピィ ディ 

スクと 同じ 容 fi の ディスク ドライブ として 使用で きる 仕組みです. 98NOTE など 
フロッピィ ディ スクが 1 台の 機種で も， この RAM ドライブ により フロッピ イデ 
ィ スク 2 台の 機 神. と 同様に 運用す る ことができます. 
•RAM ドライブ は， MS-DOS から 見れば フロッ ビィ ディスク とまった く 同じに 見 
えます 力、 システム 起動 装置の 設定な どで フロッピィ ディ スクと は 別に 扱われる 
場合が あ ります. 

(2) アプリケーション ブロ ダラム を RAM ドライブへ 登録す る 

市販の アプリケーションプログラム など を RAM ドライブに 登録して 利用す る 場 
合に は， 以下の 点に 注意して ください. 
• フロッピィ ディ スクが 必要 
RAM ドライブへ アプリケーションプログラム を 登録す る 場合 は， フロッピィ ディ 
スクが 必要です. アプリケーション プログラムの 登録 先 を RAM ドライブ とした 
場合， RAM ドライブ は 作 紫 用と して 使用し， フロッピィ ディスクに パック アップ 

を 作成し ます. 

• フロッピィ ディスクから RAM ドライブへ コピーす る 
アプリケーションの 終了後， バックアップ ディスク （フロッピィ ディスク） 
から RAM ドライブに アブリ ケ一 ショ ン プログラム を コピーし ます. NOTE メニ 
ユーの 「オート モー ド J を 使用して フロッ ピィ ディ スク から RAM ドライブに ァ 
プリ ケ一シ ヨン プログラム を コピーし， 起動して ください. 

98 NOTE や 98 NOTE/SX などの 機種 は， PC-9801 RA 等の PC- 9800 シ リ ーズ と， 
利用で きる 周辺機器 などで 若干 異なる ものが あります. そのため， SWITCH コ マン 
ド などでの 設定 も 異なる ものが あります. 以下に その 相違点 を 解説し ます. 
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(1) 数値 データ プロセッサ （NDP) の 設定 

98 NOTE など 数値 データ プロセッサ (NDP) カ艰統 できない 機種て 1±， SWITCH 
コ マン ド による NDP の 設定 はでき ません. 

(2) システム 起動 装 S (BOOT 装 S) の 設定 

98 NOTE など NOTE メニュー を 利用で きる 機種で は NOTE メニューの システム 
起勳装 S の 設定 を 優先して ください. SWITCH コ マン ド でも システム 起動 装置の 
設定 は 可能です が， SWITCH コ マン ドと NOTE メニューの 設定 は 以下の ように 
異なる ため， 注意が 必要です. 
(システム 起動 装 S 設定の 相違点） 



SWITCH コ マン ドの 設定 項目 


NOTE メニューでの 表示 


標準 


標準 （FD より 起動） 


1MBFD 


標準 （FD より 起動） 


640 KBFD 


ROM BASIC 


固定 ディスク #1 


固定 ディスク 


固定 ディスク #2 


ROM BASIC 


SCSI 固定 ディスク 


ROM BASIC 


光 ディ スク 


ROM BASIC 







汆 SWITCH コ マン ドで 上記の ように 設定す ると， NOTE メニュー では このよ う 
に 表示され ます. SWITCH コマンドで 640KBFD など を 指定す ると， NOTE 
メニューで ROM BASIC を 設定した のと 同じに なり， MS-DOS を 起動で き な 
くなる ので 注意して ください. 
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9. その他の 注意事項 

ここで は， MS-DOS3.3C を 使用す る 上で 注意すべき 点に ついて 解説し ます. 

9-1. アプリケーション 登録 時の 注意事項 

SETUP コマンド を 使用して， アプリケーションの 登録 を 行う 場合， 次の ことに 注意 
してく ださい. 

(1) アプリケーション 登録 時の 注意 

• コピー ブ ロテク ト されて いる アブリ ケ一シ ヨン ソフト は， 登録で き ません. 

'アプリケーション ソフ トに 専用の セッ ト アツ ブコ マン ド ゃセッ ト アップ 用 バッチ 
ファイル （MS- DOS システム ディ スク 内の SETUP コ マン ドを 使用し ない もの) 
が 用意され ている 場合に は， な《 に 先立って アブリ ケーシ ヨン ソフト 体の セッ 
ト アップ を 行って ください. 

(2) アプリケーション デ イス ク への システムの 転送 

SYS コマンド を 使 用して， アプリケーション ソフトの フロッピィ ディスクに， MS 
-DOS の システム ファイル を 転送す る 場合に は， パック アップ ディスク （複製） に 
対して システム 転送 を 行う こと をお 觔 めします. 
(システム 転送の 手順） 

a. アプリケーション ディスクの バックアップ （複製） を 作成す る. 

b. アプリケーション ディスクの バックアップ （複製） に対して， SYS コマンド 
を 実行す る. 

に システム ディ スク から COPY コ マン ドで COMMAND. COM を アプリ ケー 
シ ヨン ディスクの バックアップ （複製） へ コピーす る. 

上記 b, c の 作業 は， MS-DOS コマンド メニューの メニュー 項目 「システム フ アイ 
ルの 転送」 を 選択す る ことにより 簡舉に 行えます. 

9-2. 固定 ディスク を 使用す る 場合の ご注意 

固定 ディスクの 媒体 は， 極めて 精密， 均質に 製造され ますが， データが 高密度で 記 
録 される ため， 読み出し エラ一 が 起こり やすい 場所 （セクタ） がで きる ことが ありま 
す. 

このような セクタ は， 「スキップ セクタ」 と 呼び， システムで データ 記 《 領域と して 
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使用し ないよう にして， お客様の データが 失われる ことのな いよう， 予防して います. 

固定 ディ スク に対して， CHKDSK コ マン ドを 実行す ると， 「xxxxx バイ ト ： ス 
キップ セクタ」 と 表示され る 場合が あります が， これ は， このような 予防 処置が され 
ている こと を 表します ので， 「スキップ セクタ」 力 tf 表示され て も 「使用可能 ディスク 容 
量」 の 数値が 下表の 値 以上で あ る 場合 は 安心 し て ご 使用いた だけ ま す. 



装置の 種類 

(謂 


使用可能 ディスク 容 fi 
(標^ フォー マツ ト) 


使用可能 ディスク 容！： 
(拡張 フォー マツ ト） 


20 メカ' バイ ト タイプ 


19300352 バイト j 


19922944 バイ ト 


40 メガ バイ ト タイプ 




39835648 バイト 



注） 固定 ディスクの 全 領域 を MS-DOS で 使用す る 場合 （システム 転送な しの 場合） の 
値です. 

なお， SCSI インターフェイス 接 絞の 固定 ディスクの 場合に は， 装 S による 使用 可 
能? の 変動はありません. 



9-3. 光ディスク 使用 上の ご注意 

SCSI インタ一 フェイス ボード （PC- H98-B03 または PC-980 ト 55/55L) を桉 絞し 
て， MS- DOS3.3C の もとで 光ディスク を 使用す る 場合 は， 以下の 点に ご注意く 
ださい. ' 
① 光ディスク 使用 時， 使 W 可能 メモリ （CHKDSK コマンドで 見る ことができます) 

が， 光ディスク を 使用 しないと きに 比べ， 約 26 キロバイト 减 少します. 

(例） 

BUFFERS メモリ の 減少 敏 

10 のとき 16 キロ バイ ト 

20 のとき 26 キロ バイ ト （* 1) 

* 1 CONFIG. SYS に BUFFERS の 指定がない 場合， BUFFERS の 規定 侦は 20 
となります （メモリ サイズが 640 キロ バイ トの 時）. 

光ディスク を接統 した ことによ る 使用可能 メモリの 減少で， アプリケーション プ 

ログ ラム 力、' 動作し なくなつ たような 場合， BUFFERS の 値 を 小さく し， 使用可能 メ 
モ リ を 増加 させて ご 使用 く ださい. 
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® PC-980 ト 55 の ボード 使用 時， 光ディスクから システム を 起動す る こと はでき ませ 
ん. 

③ 光ディスク を 接 絞す る 場合， SCSI の ID 番号 は 0 より 連 絞になる ように 設定 （光 
ディスク のみ 接 絞す る 場合， 光ディスクと 他の SCSI インターフェース 装 S を 接 絞す 
る 場合の どちらの 場合で も） してく ださい. 

® 光 ディ スク ュニッ ト 対応 日本語 MS-DOS サ ポー ト ソフ トウ エアとの 相違点 

• MS-DOS3.3C では， 光ディスクの 初期化に は FORMAT コマンド， 光ディスク 
同志の ボリューム コピーに は HDUTL コ マン ドを 使用して ください. 

• MS-DOS 3.3 C の FORMAT コ マン ドで光 ディ スク に対して 65 MB 以上の 領域 
を 確保した 場合， その 領域 を 「光ディスク ユニット 対応 日本語 MS- DOS サポート 
ソフトウェア」 で 使用す る こと はでき ません. 

下表に 相違点 を 示します. 





MS-DOS 3.3 C 


サボ 一 ト ソフトウェア 


領域 サ ィ ズ 


1 〜 128 MB 


1 〜64MB 


システム 起動 


可能 


不可 


コ マント' 


初 期 化 


FORMAT 


ODFORMAT 


コビ一 


HDUTL 


ODCOPY 


MS- DOS3.3C で 確保した 領 
域への アクセス 


可能 


64 MB 以下の 額 城の み 
可能 


サポート ソフトウェアで 確保 
した 铋 域への アクセス 


可能 


可能 



© 光 ディ スクを 初期化す るに は 約 45 分 IHi かかります. 

9-4. その他の 注意 

(1) MS-DOS の バー ジョ ン 

冬 製品の バージョン は 3.3C となって います 力 《 ， MS-DOS の ファンクション リ ク 
ェ ス ト （INT 21 h ファンクション 30 h ： Get MS-DOS Version number) でバ 
一 ジョン を 取得した 場合， バージョン は 3. 30 と 返されます. 

(2) 日 本 語 入力 機能 使用 時の 注 愈 
① 日本語 入力 中の ESC キ一 

MS-DOS の コマンド プロンプト 「A〉"） が 表示され ている 状態 や， EDUN 等 
の 文字列 人力で 日本語 人力 を 行う 場合， 読み や 候補の 無い 状態 （反転 表示の 無い 



— 17 — 



で， ESC キー を 押す こと は 避けて ください 
た 文字が 正し く 入力で きない 場合が あ り ます). 
(3) 文節 変換 ドライバ 
日本語 入力 ドライバと して AI かな 漢字変換 を 御 使用になる 場合 は， 文節 変換 ドライ 
バ (NECDIC, DRV), 文節お^ ファイル （NECDICSYS) は 必要ありません. こ 

ことができます. 
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付録 

PATCH コマンドの 使用方法 



PATCH 



外部 コマ ン ド 

機能 フ アイ ルの 内容 を 変 史 します. 
書式 PATCH 

解説 フ アイ ルの 内容の一 部 を 変; t' します. 

•PATCH コ マン ドの 起動と ファイルの 指定 
キー ボー ド から 以下の ように 入力す ると PATCH コ マン ドが 起動され， フ アイ 
ル 名の 人力 を 求めて きます. 



A〉 PATCH [^} 
PATCH version 1.00 
対象 ファイル 名： 固 

対象 ファイル 名に は， 内容 を 害き 換えたい ファイルの ファイル 名 を 指定し ます. 
• オフ セッ ト （ァ ドレス） の 入力 
入力され た ファイル 名が 正しい 場合に は， PATCH は 値 を 変更す る簡 所の ァ ド 
レスの 人力 を 促します • 

オフ セッ ト を 人力して ください： 画 " 

上記の プロ ン ブトに 対して 6 桁 以下の 16 進数の オフセット （フ アイ ルの 先頭 か 
らのァ ドレス） を 入力して ください. 
• データの 入力 - 
オフセットが 入力され ると， まず 比較 データの 入力と なります. 比較 データと 
は 変 K する もとの 値の こ と です. 

比較 データ は， 1 桁 または 2 桁の 16 進数で 人力し ます. 1 バイトの 入力が 済み， 
次の バイ トに 移る ときには スペース キー を 押します. 間違って 人力した 場合に 
は [BS] キーで 力一 ソル を 戻し， 再 入力で きます. 
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xxxxx 0 0 1 2 3 4 B C D E F 

OLD 00 00 00 00 00 00 



比較 データの 入力の 終わりに は， リターン キー を 押します. すると， 次に 変更 
データ （S き 換える 新しい データ） の 入力と なります. 
比較 データと 同様， 1 桁 または 2 桁の 16 進数で 入力し ます. 



xxxxx 0 0 1 2 3 4 B C D E F 

OLD 00 00 00 00 00 00 

NEW 11 22 33 99 AABB 



変更 データの 人力 は リ ターン キーで 終了し ます. 

変更 データの 入力が 終了す ると， 以下のような メッセージが 表示され， 同じ 
ファイル 内の 異なる ァ ドレスの データ を 変更す るか どうか をたず ねて きます. 

く ファイル 名〉 への 入力 を統 行し ます か （Y/N) ？ 画 

データの 入力 を統 ける 場合 は [Y〗 （g), その ファイルへの データ 入力 を 終了す 
る 場合 は [N] © を 入力し ます. [Y] (D を 入力した 場合 は， 再度 オフ セッ 
トの 指定と なります. 
• 変更 データの 確認と パッ チのフ ァ ィ ルの 変更 
データの 入力が 終了す ると， 確認の ために 入力され た 変更 データ を 入力 顺に画 
面に 表示し ます. 

変更 データの 確認 後， 以下のような メッセージが 表示され， 入力した データ を 
指定 フ ァ ィ ルに 害き 込んでも 良い かたず ねて きます. 

これらの 内容で く ファイル 名〉 を 変更し ます か （Y/N) ？ 國 

[Y] P を 入力す ると， 入力され た顺 にす ベての 変更 チ データが ファイルに 害 

き 込まれます. 
• PATCH の 終了 

1 つの ファイルの 変更が 終了す ると， 以下のような メッセージが 表示され， 別 
の ファイル を 変更す るか どうか たずねて きます. 
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' 他の ファイル を 変更し ます か （Y/N) ？ 画 

他の ファイル も 変更す る 場合 は [Y] (3) , PATCH を 終了させる 場合 は [N] 

(D を 入力し ます. 

注 * 

PATCH コマンド を 実行 プログラムの 変更に 利用す る 場合 は， その 必要性， 方 

法， そして プログラムの 動作に 及ぼす 影響 を 理解して から 利用して ください. 
PATCH コ マン ドを 使用す る 前に， 必ず パッチ を 行う ファイルの バックアップ 

を 取って おく こと をお すすめし ます， 
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MS-D0S(3. 3C) にて， EMS 機能 を ご 利用になる 場合の ご注意 



PC-9800 シリーズ は， 各 棟の 增設 RAM ボード を サポートして いますが， EMS の 拡張 メモリ 
としての 使用 可否 を 以下に 示します. 



使 


m 本 


体 
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〇： EMS 拡張 メモリと して 利用— nj 能 x ： EMS 拡張 メモリと して 利用 不可 一： 利用 不可 
B ： EMS ページ フレーム として BO0OO 番地〜 BFFFF 番地 を 利用 可能 
C ： EMS ページ フレーム として C 0000 番地〜 CFFFF 番地 を 利用 可能 
* 1 'PC-980 卜 53(L) ボ一 ド または この ボ一 ド 上の PC-98(U-54(L) のみ EMS 拡張 メモリ と し 
て 利用 可能. 

他の 拡張 メモリ は， EMS とひして 利用で きません. 

この場合， PC-9801-53OJ ボー ドは *9 設 メモ リ のなか "Cft 上位 ァ ドレスに 位置づけて ご 

利用く ださい. 

* 2 • PC-9801 LV/LX/LS で PC-980 ト 51/52/53(L) を 利用す る 場合 は， PC-9801 LV-08(I/ 

0 拡張 ュニッ ト） が 必要です， 

* 3 PC-9801 N/NS で PC- 980 ト 53 0J を 利用す る 場合 は， PC-9801 N-08 (I/O 拡張 ュニッ 

ト） が 必要です. 

* 4 それぞれの パソコン 内の 専用 メモリ スホッ トに 装着で きる メモリ ボード を 使用す る 場合. 

(利用 可能な メ モ リ ボー ドは， それぞれの 機種に よって 興な ります.） 

* 5 PC- 98 XL に メモリ を 拡張する 場合 は， 最初に PC-98XL-011W 設 RAM ボード を装洧 

する ことが 必要です. 

* 6 PC-98 XA-01 (K), PC-98XA-02(K) を 使用す る 場合 

EMS 拡張 メモリ は igtelM バイ ト 以上 必要です. 

* 7 PC-9801 N -01/02 を 使用す る埸合 

* 8 PC-98XL 2 の 80386CPU モードに て， EMM386. SYS ドライバ を 利用す る 場合， 機 

能拡张 プロセッサ （塑名 ： PC-98XL 2 -07) が 必要です. 

2. EMS 対応 ソフトウェア 利用 時の 注意事項 

(1) PC- 980 ト 53 (L)/54(UW 設 RAM ボード を EMS 対応 ボードと して 利用す る 場合 （ページ フ 
レーム ァ ドレスと して C0000 H〜CFFFFH を « 択 した 場合)， EMS 拡張 メモリ は PC-9801 
-53 (L) PC- 9801-54 (U のみです. 

(1M バイ ト 以上に 場設 された 他の メモリ は， EMS ドライバが 含まれる MS-DOS 内の RAM 
ディスク ドライバ を 使用して RAM ディ スク として 利用 可能て すが， EMS 拡張 メモリ と し 
て は 使用で きません.） 

(2) ページ フレーム として 64K バイ トカ 《必須の 場合 [MS-WINDOWS 〔Ver2. 1/2.11〕 等〕 
は， 以下の 本体で は， サウンド ROM の 切り離し を 行う 必要が あります. 

PC-9801 UV 2/UV 21/CV 21/UX/EX 

また， PC-9801 UV11 に， PC-980 ト 53(U を接統 して EMS を ご 利用になる 場合， ページ フ 
レーム は 32 K バイ ト のみです ので， ページ フレーム サイズと して 64 K バイ トを 必要と す 
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るソフ ト ウェア は 使用で きません， 

ハイ レゾリューション モードで EMS 対応 AP を 実行す る 場合 は ユーザー ズ メモリ は 704 K 
バイ ト までとなります. 




曰 本 電気 株式会社 



本 製品 （ソフトウェア） は、 外国 為 



替 および 外国 貿易 管理 法の 規定に より、 



戦略 物資 等 輸出規制 品 に 該当し ます 



o 



従って、 日本 国外に 持 出す 際に は 日本 




政府の 輸出 許可 申請 等 必要な 手続 を 



お取り 下さい 



o 



808-860990-001-0 



